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Abstract: In this research, the authors examined the future of the training program aiming at learning what is 
necessary for the leadership of snow mountaineering. This program is for advisors of the mountaineering club 
activities of the high school to become snow mountaineering leader. Specifically, based on the causes of the 
avalanche disaster in Nasu-machi, were constructed as a unit of the course which advisors acquire. Then, 
improvement of capacity of situation judgment ability were examined from the viewpoint of risk 
communication. After developing teaching materials necessary for exercises to improve courses and situation 
judgment skills, classes and exercises for advisors (teachers) of mountaineering specialty departments of high 
schools were tried in 7 prefectures.  
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1 はじめに 
日本で発生する自然災害の 1 つに雪崩がある．最近では平成 29 年 3 月 27 日に，栃木県那須

郡那須町の山岳地で雪崩が発生し，高校生と教員が巻き込まれ，生徒 7 名，教員 1 名が死亡，

40 名が重軽傷を負う甚大な被害が発生した．これを機に設置された検証委員会の第一次報告書
1)では，登山の引率に必要なこととして，「気象等に関わる情報収集が不十分で、専門家の助言

を求めなかったこと」と「講師等の雪崩に関する知識が未熟ないし不十分であったこと」に加

えて，「危機管理のための『教職員研修』が不十分」であることが指摘されている．また検証

委員会の最終報告書 2)では，「県教育委員会は，高体連，登山専門部及び域内の学校において，

登山活動等における危機管理の徹底と関係機関等との連携が推進され，総合的な安全への対応

力が向上するよう『顧問等の研修』の充実を図り，一層の支援を行うこと．」とあり，「専門

家の協力を得て，講義及び実習などを取り入れ，『初任の登山部顧問等の研修』，『経験者の

研修』などをきめ細かにかつ継続的に実施する」と提言している．以上より，高等学校の登山

専門部の雪山登山引率者となる顧問を対象とした講習の実施が必要だと言える． 
本研究では，雪山登山引率者となるべき高等学校の登山専門部の顧問を対象として，雪山登

山の引率に必要なことを身につけることを目的とした講習のあり方について検討する．具体的

には，那須町での雪崩災害の要因を踏まえて，顧問が身につけることを構成し，必要な教材を

開発してから，高等学校の登山専門部の顧問を対象とした講習を数県で試行する． 
 
2 講習カリキュラムの検討 
2.1 雪山登山の引率に必要なことの抽出 
雪山登山引率者として身につけるべき項目について検討する．はじめに検証委員会の最終報

告書に記載されている那須町の雪崩災害発生の要因を 5 項目抽出し，雪氷災害および雪山登山

経験者によって雪山登山の引率に必要なことを抽出した（図－1）．この図より降雪パターンや
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積雪のメカニズムおよび雪崩のメカニズムからなる「雪と雪崩の科学」，雪崩リスクと行動の

意思決定および雪崩対策装備からなる「雪崩リスクマネジメント」，雪崩発生後のレスキュー

活動からなる「雪崩サーチ＆レスキュー」からなることがわかる． 
 
2.2 状況判断に関する能力 

2.1 節で抽出した項目だけでは不足する可能性がある．そこで雪山登山を引率する一連の流

れをフロー図として整理した（図－2）．雪山登山引率者は，図－1 の項目について理解し，そ

れらをマネジメントすることで雪崩を回避し，安全に登山の引率を行うことが求められる．雪

山という刻々と気象やパーティの状況が変化する環境において，それらの変化に対応するため

の能力は，雪山引率を行う上で必要不可欠となっている．青山 3)は，登山引率者に必要な能力

として，図－3 の 4 つに分類した．本研究では，図－3 の「状態変化対応能力」を向上させて，

図－2 の雪山における「状況判断」に関する能力を身につけることが重要であると考えた． 
 
2.3 講習カリキュラム 

2.1 節および 2.2 節の能力を身につけるための講習カリキュラムを検討する．特に 2.1 節の能

力については量が多いため 1 週間かけて講義，および野外実習を行うことが理想的である．し

かし，現状の学校教員は多忙であることなどを考慮すると，長くても 1 泊 2 日の講習とするこ

と，同じ内容の講習を複数回実施してスケジュールに合う講習を選択できること，複数のコー

スから自分の能力に見合うものを選択することが考えられる．そのため，いかなる講習に関す

る実施期間や講習会場をはじめとした様々な制約条件にも対応できるよう，短時間で最低限の

能力を講義形式および野外実習で身につける教材を開発することが必要だと考えた．この教材

図－1 雪山登山引率者が 
身につけるべき項目 

図－2 雪山登山引率者に必要な能力 

① 雪と雪崩の科学
1. 降雪と気象

2. 積雪の変化

3. 雪崩

② 雪崩リスクマネジメント
1. 雪崩リスクマネジメント

2. 雪崩対策装備

③ 雪崩サーチ＆レスキュー
1. 雪崩サーチ＆レスキュー

2. セルフレスキュー

3. コンパニオンレスキュー

発生の要因

講師等の雪崩に
関する理解不足

気象等に関わる
不十分な情報収集

通信機器管理の不備

緊急対応のための
支援体制の未構築

危機管理の
視点の欠落

整理

技術 体力 知識 クラブ
活動

計画立案

状況判断

災害対応

ハザード
評価

図－3 登山リスクを考慮した引率リーダー能力 3) 
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の開発に関しては，本報告書の中村・上石・飯田・榊原・近藤の担当分(雪崩教育普及プログラ

ムの開発)を参照されたい． 
状況判断に関する能力は，雪山登山中に判断する機会に遭遇しなければ使用する機会がない．

また状況判断に関する能力は図－2 にもあるように 2.1 節に関する知識が身についてこそ発揮

できるものである．そのため，雪がない平地でもこの能力を向上できる机上演習を開発し，前

段落で説明した講義および野外実習を行った後にこの演習を実施することで，この能力が向上

できると考えた．次章ではこの開発した演習について述べる． 
 
3 状況判断力向上を目指した演習の開発 
3.1 リスクコミュニケーション 
近年，防災の分野においてリスクコミュニケーションへの関心が高まりつつある．米国研究

評議会によれば，リスクコミュニケーションとは「個人，機関，集団間での情報や意見の交換

過程」であるとされている．ここで交換される情報は，リスクについて直接に関係する情報と，

必ずしもリスクそのものについて言及しているわけではないが，それに関連して伝えられる情

報が含まれる．後者の例として，リスク問題に対する関心を表明すること，あるいは疑問があ

ることを伝えることなどが挙げられる 4)． 
状況判断力を向上させるにあたり，受講者に演習を通して他者と情報共有をさせること（リ

スクコミュニケーションを取ること）で，自分が雪山登山に関して知らないことを減らし，自

分が知っている領域を増やすことで，雪山登山に関するリスクを減らすことができる．この過

程は，ジョハリの窓 4)を使って示すことができる（図－4）．情報共有をすることで自分が雪山

登山に関して知らないこと（盲点領域）が減少するとともに，他者がそれに関して知らないこ

と（隠蔽領域）が減少することから公開領域を拡大することができる．以上より，「状況判断

力の向上」は，「雪山登山に関するリスクについての公開領域の拡大」と定義することができ

る． 
 
3.2 演習内容の検討 

本研究では，ゲーミングという多重話を通してゲーミングに参加する受講者が創造的かつ主

体的にリアリティを構築する支援をする「クロスロード」4)を参考に演習を作成することとし

た．これは，心理的ジレンマを伴った状況下での意思決定をさせることにより，新たな理解や

意外な解決を参加者が情報共有をすることで提案できるようになる効果があると言われてい

る． 
ゲーミングの役割は，リスクコミュニケーションを積極的かつ効果的に行わせるための「道

具」としての位置づけである．ゲーム化という行為によって，リスクコミュニケーションを取

るためのルールを明確にし，その中でリスクに関する新たな発見や知識の共有を図ることがで

きると考えた． 

図－4 ジョハリの窓 

表－1 演習の状況設定として 
受講者に与える情報 

知っている問題 知らない問題

知

っ
て
い
る
問
題

公開領域
（自分も他者も知って
いる問題）

盲点領域
（他者は気がついてい
るが、自分は気がつい
ていない問題）

知
ら
な
い
問
題

隠蔽領域
（自分は知っている
が、他者は知らない問
題）

未知領域
（自分も他者も気がつ
いていない問題）

自分が

他
者
が

・天気図（1週間分）
・地形図
・気温
・積雪深
・降雪量
・風速

・装備
・目的地までの距離
・パーティの人数
・積雪テストの結果
・部員のモチベーション
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心理的ジレンマを作成するにあたり，図－3 の「状態変化対応能力」を形成する「内的変化」

「外的変化」「事故時の対応」の３つの要素に着目した．メンバーや顧問に関することを「内

的変化」，気象や積雪に関することを「外的変化」とし，それらに関する各種データを受講者

に与えることにより，ジレンマを感じさせるような演習を作成する．「事故時の対応」として，

雪崩の危険を示すようなきっかけを与え，その状況でどの判断を下すかを議論させることによ

って，雪山登山に関するリスクについての公開領域の拡大を図る． 
 
3.3 演習内容 
演習の状況設定（議題）は 3 月下旬の「雪山登山合宿の引率」とした．当初予定していた登

山日を，悪天候を理由に１日ずらし，もう日程変更ができない条件の下で，雪山登山引率中に，

１人の部員からワッフ音のような音が聞こえたという報告を受けて，登山を続けるか下山する

かを引率者が判断する，という設定とした．演習の受講者に「状態変化対応能力」を構成する

３つの要素をもとにした表－1 の情報を与えて，雪崩リスクを評価し，登山を続けるか下山す

るかの判断をしてもらうこととした． 
演習の流れを図－5 に示す．はじめに 5 人又は 7 人の班に分かれて議題として演習の状況設

定を確認してから，登山を続けるか下山するかを受講者が一人で判断する．次に班内で登山を

選択した人と下山を選択した人でそれぞれグループを作り，グループ間で議論する．最後に班

としての最終的な判断を決定し，各班の代表者による発表を行って議論した成果を共有する． 
 
4 講習の試行 
4.1 講習の試行 
本研究では，2.1 節で抽出した能力をもとに開発した「雪と雪崩の科学」，「雪崩リスクマネ

ジメント」と「雪崩サーチ＆レスキュー」の教材と，2.2 節での能力をもとに開発した状況判断

力を向上する演習をもとに，高等学校の登山専門部の顧問を対象とした講習を試行した．主に

図－5 演習の流れ 

議題の確認 判断の決定
判断毎に

グループ分け

グループ同士
で議論

最終的な
判断決定

代表者
による発表

表－2 講習試行の概要 

都道府県 期間 場所 備考

福島県 2017年12月25日 福島市
県高体連登山部冬季登山技術研究大会の一環として実施
「演習なし」

宮城県 2018年1月13日 蔵王町
県高体連冬山顧問研修会の一環として実施
「演習なし」

長野県 2018年1月20日 大町市 中信地区安全登山研究会研修交流会の一環として実施

三重県 2018年1月27日 四日市市
三重高体連登山専門部安全登山研修交流会の一環として実施
「演習なし」

新潟県 2018年2月2～3日 長岡市 県高体連登山専門部講習会の一環として実施

秋田県 2018年2月2～3日 秋田市
全県顧問冬山講習会の一環として実施
「演習なし」

群馬県 2018年2月16日 片品村
県高体連登山専門部冬山登山顧問講習会の一環として実施
「演習なし」
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都道府県の高体連登山専門部の協力を仰ぎながら，表－2 の 7 県で実施した．表－2 の「演習

なし」とは，状況判断力を向上する演習は行わなかったことを示す． 
講師は「雪と雪崩の科学」，「雪崩リスクマネジメント」と「雪崩サーチ＆レスキュー」に

関しては，本研究プロジェクトに参加している雪氷災害および雪山登山の専門家が担った．状

況判断力を向上する演習については，雪氷災害および雪山登山の専門家ではない者が司会進行

を行い，雪氷災害および雪山登山の専門家が議論のフォロー，および演習最後の講評を行った． 
「雪と雪崩の科学」，「雪崩リスクマネジメント」と「雪崩サーチ＆レスキュー」の実施形

態は会場によって異なる．講習の時間がとれない場合は，講義のみとしているが，時間がとれ，

かつ会場近辺に雪のある場所が確保できた場合には野外実習も合わせて行っている． 
 
4.2 講習の評価 
試行した講習の評価は，講習終了後にアンケートにより実施した．アンケートの項目は，「雪

と雪崩の科学」，「雪崩リスクマネジメント」と「雪崩サーチ＆レスキュー」については，各

単元の参加者の満足度，参加者が理解したこと，講習終了後に各学校に持ち帰ってやるべきこ

とと，講習そのものの改善点等である．状況判断力を向上する演習については，演習による判

断能力の変化やジョハリの窓での公開領域の拡大がなされたかどうかなどについてである． 
講習は，県高体連が主催している会の一環で行ったことから，顧問のみが参加しているもの

と，顧問と生徒が参加しているものがあった．後者については，両者を対象に講習を実施して

アンケートは顧問のもののみ集計した． 
「雪と雪崩の科学」，「雪崩リスクマネジメント」と「雪崩サーチ＆レスキュー」への満足

度が図－6 である．今回は福島県，長野県，三重県，新潟県の参加者へのアンケート結果を分

析している．参加者は新潟県の「雪崩リスクマネジメント」と「雪崩サーチ＆レスキュー」の

１名を除いて「とても満足できた」もしくは「ある程度満足できた」と回答していることから，

講義および野外実習の内容には概ね満足できるものであったといえる．各単元で身につけた単

語の記入した数（最大 10 単語）を平均したもの（回答なしは記入する時間がなかったものと

して除いている）が表－３である．回答した単語数の平均は約 4 語程度であり，「雪と雪崩の

科学」が多く，「雪崩サーチ＆レスキュー」が少ない傾向にあることが明らかとなった．学校

に戻ってからやるべきこととしては，雪を観察することや雪山登山に天気予報以外のデータを

用いること，そして生徒と雪山の安全について考えることをはじめとした意見が記述されてい

た．改善点としては，講義形式だけだった県では実習の必要性に関する意見があった． 
状況判断力を向上する演習は長野県と新潟県で実施したが，新潟県の数名を除いて全員が

「下山する」を選択した．アンケートを集計した結果，全員（N=29）が公開領域を拡大できた

との回答を得ることができた．しかし，少数ではあるが盲点領域と隠蔽領域の縮小を図ること

ができなかったと答えた受講者もいた．また複数人の視点から決定を行う重要性や現場で考え

なくてはならない要素が数多くあることに気づいたという意見があった．これらの結果を踏ま

えて，「登山を続ける」という判断をする人を増やし，より盲点領域・隠蔽領域の縮小を図れ

るよう演習を改善した．主に改善した点は，受講者に与える情報の中の，「気温，降雪量，パ

図－6 各単元に対する満足度 

表－3 各単元に関して 
記述した平均単語数 

64%

65%

67%

36%

33%

31%

0%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雪と雪崩の科学

(N=44)

雪崩リ スクマネジメ ント

(N=43)

雪崩サーチ＆レスキュー

(N=36)

とても満足できた ある程度満足できた 満足も不満もなかった

少し不満があった とても不満があった

単元 平均回答個数

雪と雪崩の科学

(N= 43)
5.63

雪崩リ スクマネジメ ント

(N= 39)
4.33

雪崩サーチ＆レスキュー

(N= 26)
3.81

112



ーティの人数，風速」の調整と，顧問の経験に応じて演習のグループ編成を行うことについて

である．図－7 は改善した演習資料である． 
 
5 おわりに 
本研究では，雪山登山引率者となるべき高等学校の登山専門部の顧問を対象として，雪山登

山の引率に必要なことを身につけることを目的とした講習のあり方について検討した．具体的

には，那須町での雪崩災害の要因を踏まえて，顧問が身につける講習の単元として「雪と雪崩

の科学」，「雪崩リスクマネジメント」と「雪崩サーチ＆レスキュー」を構成するとともに，

状況判断力の能力の向上についてリスクコミュニケーションの観点から検討した．そして講習

および状況判断力を向上する演習に必要な教材を開発してから，高等学校の登山専門部の顧問

を対象とした講習および演習を 7 県で試行した．その結果，講習の参加者の満足度は高く，単

元の理解度もある程度あったほか，学校に戻ってからの対応について前向きに検討していただ

けた．演習についても公開領域の拡大に伴い状況判断力が向上されたと言える． 
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図－7 改善した演習資料 

演習議題

• あなたは○○県A高校登山部の顧問です。

• A高校では３月の第４土曜日に冬山合宿を行う予定でした。

• 金曜日の降雪の影響を考慮し、日曜日に登山するよう予定を変
更しました。

• 日曜日の天気は良好で、予定通り、飯縄山山頂への到達を目
標に登山を行います。

• 残雪のある飯縄山を登山していると、標高1800m地点で生徒の
１人から足下に亀裂ができたとの報告が入り…。

⇒登山を続ける？or下山する？

• 歩くと足元の積雪に小さな亀裂が入った 位置：標高約1800m
• 山頂の位置：標高1917.3m
• 生徒のモチベーション：頂上目前でモチベーション高い

• 気温：8℃（長野県北部）

• 積雪深：350cm
• 降雪量：当日は降雪無し。前々日、前日の降雪量はそれぞれ

20cm、7cm
• 風速：最大風速5m/s
• ハンドテストの結果：肩までを使った力で剥がれる

• パーティの人数：先生２名、生徒12名
• 装備：雪崩トランシーバー、シャベル、プローブ、ワカン、スノーソー

2

各種データ

3

登山前々日（金） 登山前日（土） 登山当日（日）

5

標高約1800m地点で
足元から積雪に亀裂
との報告
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